
05 August 2009

6S H A N G H A I
JIJI News Bulletin

時事速報S H A N G H A I JIJI News Bulletin

記事の複製・転載を禁じます

http://jijiweb.jiji.com/shanghai.html時事通信社

（７９）中国３大キャリアの端末戦略（７９）中国３大キャリアの端末戦略

　第３世代携帯電話（３Ｇ）の商用サービスが今年に入って本格的に始まっている。中国３大キャリア
は相次いで３Ｇブランドを発表。積極的な広告を展開し、３Ｇを国民に浸透させようとしている。しかし、
ネットワーク構築の遅れ、キラーコンテンツの不足などで、消費者の反応は鈍く、契約者数は思い通りに
は伸びていない。
　３Ｇの開始から約半年が経過し、各社が現状を改めて分析した結果、コンテンツで勝負する年初の方
針から一転、端末の魅力で勝負する方針に転換している。３Ｇの方式が各社で異なるため、端末でユー
ザーを囲い込んだ上でサービスを提供しようというのである。端末戦略における各社の課題と対策はそ
れぞれである。
　◇苦戦ながらも打開策探る〔チャイナモバイル〕
　４億強の契約者を抱える中国移動（チャイナモバイル）は、中国のメンツを懸けた独自規格であるＴ
Ｄ－ＳＣＤＭＡ方式に苦しんでいる。技術が未成熟な上に端末不足が深刻で、利用者の評判も良くない。
このまま続けると悪循環になるという危機感を非常に感じている。
　チャイナモバイルは今年度、５８８億元の設備投資、６億元の端末インセンティブの用意など、ＴＤ
促進策を打ち出した。ＣＭＭＢ（移動体端末向け放送）はＴＤにしか搭載できなくするなど、ＴＤ推進
のために政府も優遇政策を取っている。
　しかし、昨年の北京五輪時の試験サービス以来、利用者の評判は悪く、ユーザーはいまだに伸び悩
んでいる。チャイナモバイルの３Ｇユーザー数は、今年度目標の７００万に対し、６月末時点での実績は
１００万未満である。
　チャイナモバイルは端末の深刻な不足が一番大きな原因と認識している。ＴＤ端末は現時点で５０
機種余り、しかもほとんどが国内メーカーの製品で、フィンランドのノキア、米モトローラ、韓国サムスン
電子など世界の携帯電話大手によるＴＤ端末の本格的な開発はまだである。グローバル展開する端末
大手のやる気をいかに引き出し、機種を急速に増やすかが現在の課題である。チャイナモバイルはその
ため、海外端末メーカーに積極的に接触、多額の開発インセンティブを用意するなど努力をしている。
　また、多機能型携帯電話向け基本ソフト（ＯＳ）として米グーグルが開発した「アンドロイド」のプラッ
トホーム上にチャイナモバイル独自のＯＳであるＯＭＳ（Ｏｐｅｎ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｙｓｔｅｍ）を搭載し
た端末も発表している。 この 「ＯＰｈｏｎｅ」と呼ばれる端末は、 米アップルの 「ｉＰｈｏｎｅ（アイフォー
ン）」、グーグルの「ＧＰｈｏｎｅ」への対抗機種であり、８月にも販売が開始されるという。端末・プラッ
トホーム・コンテンツ運営領域をキャリアとして自ら握り、ビジネスチェーンの主導権を握りたいという意
向の表れでもある。
　◇全員マーケティングで挑戦〔チャイナテレコム〕
　固定電話出身の中国電信（チャイナテレコム）は失うものがなく、３Ｇに全力投球してきた。３Ｇブラ
ンド「天翼」を他社に先駆けて前面に出し、１０万社員の全員営業でチャイナモバイルに挑戦している。
また、現在３０００万余りのＣＤＭＡ契約者を２年後の１１年に１億にまで成長させるという大きな目標を
公表している。
　「天翼」の料金プランの中身を分析すると、固定電話やブロードバンドをセットにしているケースが多
く、さらに家族割引や友人割引などの手法で既存の固定電話ユーザーをうまく誘導し、固定電話と携帯
電話のバンドルで家族ごと囲い込もうというのが特徴である。チャイナテレコムのＣＤＭＡ２０００ネット
ワークのアップデートは順調に進んでおり、３Ｇ利用者の評価も現時点で最も良い。
　課題はやはり端末である。 日本で従来行われてきたような販売方式の「０円端末」も試しているよう
だが、充実した端末の提供が成功の鍵である。
　◇巻き返しなるか〔チャイナユニコム〕
　ほか２社が正面衝突している中、中国連合通信（チャイナユニコム）は合併後の社内体制の整理に時
間がかかってしまっている。水面下では、３Ｇネットワークの構築が急ピッチで進んでおり、ようやく５月
に競争の土俵に上がるや否や、ｉＰｈｏｎｅの中国導入を発表した。
　ＷＣＤＭＡという成熟した方式を利用するため、端末調達に心配はない。競合２社の弱みを突くには、
豊富なＷＣＤＭＡを海外からいかに導入し、一気に他社からユーザーを奪い、３Ｇ契約者数の差を広げ
られるかが課題である。
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